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◉
は
じ
め
に
◉

私
は
、
少
年
時
代
か
ら
空
想
科
学
小
説
（
Ｓ
Ｆ
小
説
）
が
好
き
で
あ
る
が
、
読
ん
だ
な
か
で
も
最
も
印
象
深
い
も
の

が
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア
シ
モ
フ
の
『
銀
河
帝
国
衰
亡
史
』（
中
上
守
訳
、
早
川
書
房
、
一
九
六
八
年
）
と
そ
の
続
編
か
ら
な

る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
本
書
を
書
く
に
至
る
問
題
意
識
は
、
こ
の
本
に
行
き
着
く
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

こ
の
小
説
で
は
、
時
は
一
万
年
後
の
未
来
、
銀
河
系
全
域
を
版
図
と
す
る
「
銀
河
帝
国
」
が
舞
台
で
あ
る
。
数
学
者

ハ
リ
ー
・
セ
ル
ダ
ン
は
、
巨
大
集
団
の
行
動
を
予
測
す
る
「
心
理
歴
史
学
」
と
い
う
学
問
を
創
始
し
、
そ
の
研
究
の
帰

結
と
し
て
、
銀
河
帝
国
が
近
い
う
ち
に
崩
壊
す
る
こ
と
を
予
言
。
帝
国
崩
壊
後
に
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
暗
黒
時
代
が
三

万
年
間
続
く
こ
と
に
な
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
保
存
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
千
年
に
短
縮
で
き
る
と
し
、
科
学
技
術

を
中
心
に
知
識
の
集
大
成
と
な
る
「
銀
河
百
科
事
典
（Encyclopedia Galactica

）」
の
編
纂
を
皇
帝
に
説
い
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
担
う
組
織
と
し
て
「
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
衰
退
す
る
銀
河
帝
国
に
代
わ
り
第
二
銀
河
帝
国
を
成

立
さ
せ
る
使
命
を
帯
び
て
、
銀
河
系
辺
縁
部
の
惑
星
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
衰
退
す
る
銀
河
帝
国
を
舞
台
に
、
こ

の
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
、
ド
ラ
マ
が
展
開
す
る
。

こ
の
小
説
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
衰
退
を
念
頭
に
置
い
て
書
か
れ
た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
が
滅
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亡
し
、
イ
タ
リ
ア
半
島
も
含
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
は
、
い
っ
た
ん
都
市
や
交
易
の
衰
退
、
文
明
社
会
の
解
体
に
見
舞

わ
れ
る
が
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ク
王
国
が
成
立
、
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
文
明
社
会
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
発
展
は

世
界
的
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
形
成
の
初

期
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
組
織
網
や
各
地
の
修
道
院
で
あ

り
、
こ
れ
ら
が
知
的
能
力
や
文
化
資
産
を
保
存
・
涵
養
す
る
基
盤
と
な
り
、
文
明
社
会
の
再
構
築
を
促
進
・
加
速
し
た

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
に
、
意
図
せ
ず
し
て
創
ら
れ
た
「
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
え
よ
う
。

国
家
さ
ら
に
は
文
明
社
会
の
盛
衰
は
避
け
が
た
く
と
も
、
知
識
・
情
報
の
保
存
と
継
承
に
よ
り
、
文
明
社
会
の
再
生

力
が
確
保
さ
れ
う
る
こ
と
が
、
遠
い
未
来
の
銀
河
宇
宙
を
舞
台
と
す
る
ド
ラ
マ
の
な
か
で
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
強
く
関

心
を
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
。

眼
を
今
日
の
地
球
に
戻
す
と
、
私
た
ち
人
類
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
シ
ュ
メ
ー
ル
人
都
市
国
家
群
の
建
設
以

来
、
五
〇
〇
〇
年
余
の
歳
月
を
経
て
現
在
、
大
小
無
数
の
都
市
群
と
そ
の
間
の
交
通
通
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら

れ
る
地
球
規
模
の
文
明
社
会
を
形
成
し
て
い
る
。

人
類
は
、
ア
フ
リ
カ
中
部
の
サ
バ
ン
ナ
地
帯
を
起
点
に
地
表
の
隅
々
に
ま
で
生
活
圏
を
拡
げ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
先

駆
け
に
文
明
社
会
を
全
地
球
的
領
域
に
展
開
し
て
き
た
。
社
会
構
造
や
文
化
様
式
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
進
退
、
盛
衰

を
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
人
口
の
増
大
や
都
市
群
・
交
通
通
信
網
の
拡
大
の
よ
う
な
外
的
な
側
面
の
拡
張
傾
向

は
、
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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そ
う
し
た
外
形
的
な
拡
張
傾
向
に
お
い
て
、
情
報
の
保
存
、
共
有
、
集
積
は
、
国
家
や
集
団
の
盛
衰
・
興
亡
を
超
え

て
、
文
明
社
会
を
絶
え
ず
再
生
、
再
構
築
、
拡
張
さ
せ
て
き
た
見
え
ざ
る
軸
心
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

人
類
の
歴
史
全
体
を
通
し
て
、
時
代
時
代
の
文
明
社
会
の
空
間
的
広
が
り
は
、
情
報
の
活
発
な
交
流
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
、
歴
史
的
な
時
間
の
流
れ
は
、
情
報
の
集
積
と
そ
の
継
承
に
貫
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、「
情
報
の
集
積
」
と
ひ
と
口
に
行
っ
て
も
、
一
国
さ
ら
に
は
全
世
界
の
情
報
を
集
め
た
図
書
館
や
文
書

館
な
り
、
サ
ー
バ
ー
な
り
が
、
ど
こ
か
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
情
報
の
集
積
は
、
一
定
の
範
囲
に
形
成
さ
れ
た
地
域

社
会
、
国
家
、
国
家
群
の
な
か
で
、
様
々
な
組
織
や
個
人
が
分
有
し
つ
つ
、
継
承
と
交
流
を
通
し
て
、
社
会
的
に
共
有

す
る
こ
と
で
実
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
言
語
、
文
字
、
複
製
・
伝
達
手
段
な
ど
情
報
の
保
存
・
伝
達
の
基
本
的
シ
ス
テ
ム
を
中
核
に
、
交
通
通
信

網
、
大
小
様
々
な
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
情
報
交
流
圏
が
形
成
さ
れ
る
。
文
明
社
会
は
、
地

域
、
国
、
国
家
群
な
ど
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
大
小
の
情
報
交
流
圏
に
よ
っ
て
多
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
構
成
さ

れ
、
地
域
に
よ
っ
て
特
徴
を
異
に
し
、
時
代
と
と
も
に
拡
張
・
再
編
を
重
ね
て
き
た
。

世
界
の
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
諸
国
、
諸
民
族
の
興
亡
盛
衰
が
あ
り
、
数
多
の
集
団
の
離
散
・
消
滅
、
文
物
の
消
失
、

伝
承
の
断
絶
も
多
々
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
様
々
な
情
報
の
継
承
と
新
た
な
生
産
に
よ
っ
て
、
人
類
全
体

と
し
て
共
有
す
る
情
報
の
集
積
が
、
規
模
的
に
拡
大
し
、
内
容
的
に
多
様
化
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
な

か
に
は
、
様
々
な
地
域
、
時
代
に
お
け
る
思
想
、
芸
術
の
所
産
や
、
技
術
・
技
能
の
ア
イ
デ
ア
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
個
人
や

組
織
の
記
録
文
書
な
ど
多
種
多
様
の
情
報
、
知
識
、
芸
術
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
人
類
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
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の
一
体
性
、
連
続
性
が
読
み
取
れ
る
。

ま
さ
に
、
情
報
は
時
空
を
つ
な
ぎ
、
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
長
年
に
わ
た
り
国
立
国
会
図
書
館
に
勤
務
し
て
き
た
。
そ
の
キ
ャ
リ
ア
の
大
半
は
、
国
会
議
員

の
た
め
に
調
査
業
務
を
行
う
調
査
及
び
立
法
考
査
局
に
所
属
し
、
担
当
分
野
と
し
て
は
、
主
に
国
土
政
策
や
情
報
通
信

政
策
に
関
す
る
調
査
に
従
事
し
た
。
全
体
が
大
規
模
な
図
書
館
で
、
そ
の
中
に
国
会
の
た
め
の
調
査
部
門
が
あ
る
と
い

う
他
に
類
の
な
い
組
織
で
あ
り
、
職
業
柄
、「
情
報
」
や
「
図
書
館
」
の
役
割
と
意
義
に
つ
い
て
絶
え
ず
意
識
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。

人
間
は
、
五
感
と
脳
の
働
き
に
よ
り
、
独
自
に
知
識
を
形
成
し
、
情
報
を
発
信
、
決
断
・
行
動
す
る
能
力
を
持
つ
。

さ
ら
に
、
他
の
多
く
の
人
々
と
の
情
報
の
交
換
や
共
有
に
よ
っ
て
、
個
々
人
の
経
験
を
超
え
た
広
い
世
界
を
知
り
、
未

知
の
領
域
へ
も
推
理
、
想
像
を
働
か
せ
る
。
情
報
の
継
承
や
交
換
に
よ
っ
て
、
過
去
に
培
わ
れ
た
伝
統
を
保
持
・
共
有

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
新
た
な
知
見
・
行
動
様
式
へ
の
踏
み
台
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
情
報
は
、
人

を
、
時
空
を
超
え
て
よ
り
広
い
世
界
と
結
び
付
け
、
思
考
と
行
動
の
可
能
性
を
拡
張
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ま
で
大

上
段
に
構
え
な
く
と
も
、
人
生
を
と
お
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
、
う
わ
さ
話
か
ら
、
趣
味
的
な
映
像
の
視
聴
、
読
書
ま

で
、
広
い
意
味
で
情
報
の
交
流
は
、
生
活
の
潤
い
と
楽
し
み
の
源
で
も
あ
る
。

情
報
の
一
つ
の
典
型
的
な
形
と
し
て
、
地
図
や
海
図
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
旅
行
者
や
航
海
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有

用
で
あ
り
、
逆
に
こ
れ
が
無
い
場
合
の
リ
ス
ク
や
ロ
ス
も
大
き
い
こ
と
は
、
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
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ろ
ん
、
地
図
や
海
図
に
陸
海
の
す
べ
て
の
事
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
、
全
部
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
地

形
、
位
置
、
高
度
・
深
度
、
土
地
利
用
と
か
、
使
用
目
的
に
適
っ
た
重
要
な
要
素
が
、
あ
る
時
点
で
確
認
さ
れ
た
デ
ー

タ
に
よ
っ
て
図
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
世
界
あ
る
い
は
そ
の
一
部
の
実
情
を
あ
る
切
り
口
で
捉
え
、
見
取
り
図
と
し

て
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
地
図
・
海
図
に
限
ら
ず
、
口
頭
の
報
告
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
か
ら
調
査
報
告
書
、
思
想
的

著
作
ま
で
、
様
々
な
形
の
情
報
も
、
本
質
的
に
は
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

確
か
に
、
人
の
世
に
は
知
ら
な
か
っ
た
方
が
良
か
っ
た
事
実
も
あ
る
に
は
あ
る
し
、
あ
れ
こ
れ
と
情
報
と
思
い
が
錯

綜
し
て
決
断
が
鈍
る
と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
何
ら
か
の
目
的
に
向
か
っ
て
多
く
の
情

報
・
知
識
を
持
つ
こ
と
は
、
選
択
の
自
由
度
と
実
現
の
可
能
性
を
拡
げ
る
も
の
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
数
多
の
情

報
・
知
識
を
駆
使
し
た
行
為
が
、
必
ず
し
も
社
会
・
公
共
に
と
っ
て
善
い
成
果
を
も
た
ら
す
ば
か
り
と
は
い
え
な
い

し
、
情
報
・
知
識
の
堆
積
が
直
ち
に
国
家
の
繁
栄
や
衰
退
の
回
避
を
確
実
に
す
る
も
の
で
も
な
い
。

そ
れ
で
も
、
豊
富
で
多
様
な
情
報
、
知
識
、
見
解
な
ど
知
る
こ
と
が
、
組
織
な
り
個
人
の
主
体
的
な
選
択
・
決
断
や

よ
り
良
い
目
的
達
成
に
と
っ
て
、
重
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

古
来
よ
り
、
人
間
の
集
団
生
活
に
お
い
て
、
情
報
の
共
有
、
継
承
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
文
明
社
会
に
お
い
て

は
、
情
報
を
伝
達
、
保
存
す
る
効
率
的
な
仕
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
家
族
か
ら
文
明
社
会
全
体
ま
で
、
お
よ
そ

大
小
の
人
間
集
団
の
営
み
は
、
情
報
の
共
有
と
継
承
に
依
拠
し
て
い
る
。
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
時
代
時
代
、
各
々
の
地

域
に
お
け
る
情
報
の
伝
達
・
蓄
積
の
シ
ス
テ
ム
は
、
言
語
、
文
字
、
伝
達
手
段
と
媒
体
、
交
通
・
通
信
の
基
盤
や
サ
ー
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ビ
ス
、
文
書
庫
・
図
書
館
の
よ
う
な
保
存
施
設
な
ど
関
連
す
る
様
々
な
要
素
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
形
成
さ
れ
、
各
々
の

時
代
に
お
い
て
文
明
社
会
の
土
台
と
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
文
明
社
会
の
基
盤
を
な
す
情
報
の
伝
達
・
蓄
積
シ
ス
テ
ム
の
重
要
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
、「
図
書
館
」

あ
る
い
は
そ
の
源
流
と
も
い
え
る
古
い
時
代
の
「
文
書
庫
」
が
あ
る
。
文
書
や
書
籍
の
収
集
と
保
存
に
よ
っ
て
社
会
の

記
憶
装
置
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
そ
れ
ら
の
共
同
利
用
を
通
し
て
情
報
の
共
有
と
拡
散
を
促
進
し
て
き
た
。

現
在
、
私
た
ち
人
類
の
地
球
社
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
象
徴
さ
れ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
や
、
世
界
的
に
大
多
数
の
人
々
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
情
報
基
盤

や
そ
の
上
で
展
開
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
絶
え
ず
革
新
的
な
波
が
交
差
し
、
変
貌
・
進
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
有
用
さ

は
、
多
く
の
人
々
が
、
手
も
と
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
、
携
帯
電
話
な
ど
様
々
な
端
末
機
器
で
接
触
し
、
日
々
実
感
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
直
接
人
目
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
金
融
、
流
通
、
生
産
、
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
な
ど
幅
広
い
領

域
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
現
代
世
界
に
お
い
て
、
社
会
や
経
済
の
変
化
を
リ
ー
ド
し
、
国
際
社
会
や
各
々
の
国
家
の
シ

ス
テ
ム
を
運
営
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
私
た
ち
の
生
き
る
現
代
世
界
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急

速
な
発
展
と
社
会
へ
の
浸
透
と
い
う
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
」
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
現
代
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
」
は
、
し
ば
し
ば
「
情
報
革
命
」
と
も
呼
ば
れ
、
現
代
が
情
報
革
命
の
時
代
と

し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

●情報革命の世界史と図書館_001_はじめに.indd   6 2019/06/27   13:02:35



7　　はじめに

た
だ
し
、「
情
報
革
命
」
が
、
そ
の
こ
と
ば
の
と
お
り
、「
情
報
」
の
流
通
や
処
理
に
関
係
す
る
画
期
的
な
変
化
を
意

味
す
る
と
す
れ
ば
、
現
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
は
、
人
類
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
一
連
の
情
報
革
命
の
一
端
を
指
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
人
類
は
こ
れ
ま
で
に
幾
度
も
情
報
革
命
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
文
明
の
誕
生

ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
文
字
の
創
造
、
紙
の
普
及
、
印
刷
術
の
革
新
、
電
信
の
発
明
と
い
っ
た
主
要
な
出
来
事
が
あ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
核
と
し
た
現
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
は
、
そ
の
最
新
の
局
面
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
情
報
の
伝
達

や
保
存
を
め
ぐ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
情
報
革
命
」
は
、
文
明
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
き

た
。振

り
返
れ
ば
、
今
か
ら
約
五
〇
〇
〇
年
前
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
舞
台
に
し
た
文
字
の
創
造
は
、
情
報
の
保
存
の
革
命

で
あ
り
、
情
報
の
保
存
を
確
実
に
し
、
知
識
を
蓄
積
・
増
進
し
て
文
明
誕
生
の
幕
を
開
い
た
。

次
い
で
、
漢
代
の
中
国
に
端
を
発
す
る
紙
の
改
良
・
普
及
は
、
情
報
の
伝
達
と
保
存
を
格
段
に
容
易
に
し
、
国
家
経

営
や
布
教
、
商
取
引
の
有
力
な
武
器
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
一
五
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
印
刷
術
の
革
新
（
金
属
活
字
印
刷
の
開
発
と
事
業
化
）
は
、
情
報
の
複
製

を
正
確
で
低
コ
ス
ト
に
し
、
国
民
的
な
情
報
共
有
を
実
現
し
た
。

さ
ら
に
、
一
九
世
紀
の
英
国
と
米
国
で
の
電
信
の
発
明
と
そ
の
世
界
的
な
普
及
は
、
情
報
伝
達
の
電
子
化
の
発
端
と

な
り
、
距
離
を
超
え
て
瞬
時
に
世
界
的
に
情
報
を
伝
達
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
幕
を
開
い
た
と
い
え
る
。

最
後
に
、
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
モ
バ
イ
ル
通
信
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
は
、
情
報
の
電
子
化
を
推
し

進
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
流
通
を
本
格
的
に
実
現
し
つ
つ
あ
り
、
お
そ
ら
く
後
戻
り
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
局
面
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を
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
影
響
の
も
と
で
人
類
が
ど
の
よ
う
な
変
化
の
方
向
に
進
ん
で
い
く
か
、
そ

の
行
き
つ
く
先
は
ま
だ
視
野
に
入
っ
て
こ
な
い
。

こ
れ
ら
歴
史
的
あ
る
い
は
現
代
的
な
一
連
の
情
報
革
命
は
、
時
を
異
に
す
る
別
個
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
互
い
に
無

縁
な
も
の
で
は
な
い
。
人
類
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
積
み
重
な
る
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
。
ま
た
、
時
代
時
代
に
お

け
る
各
々
の
展
開
は
、
情
報
革
命
と
し
て
の
類
似
し
た
一
面
を
み
せ
て
い
る
。

情
報
革
命
の
展
開
は
、
個
人
生
活
か
ら
国
家
運
営
に
い
た
る
各
方
面
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
も
ち
ろ
ん
、
情

報
革
命
の
影
響
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
効
用
に
よ
っ
て
拡
が
っ
た
人
間
の
可
能
性
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
方
向
に
展

開
す
る
か
、
情
報
技
術
そ
の
も
の
と
は
別
次
元
で
、
こ
れ
を
利
用
す
る
側
の
意
志
と
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史

上
の
一
連
の
情
報
革
命
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
の
広
が
り
と
深
さ
は
当
初
の
予
想
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。

人
類
の
文
明
史
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
つ
つ
、
一
連
の
情
報
革
命
を
顧
み
る
こ
と
は
、
現
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
の

意
義
と
行
方
を
探
る
う
え
で
、
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
時
代
時
代
に
お
い
て
利
用
可
能
な
情
報
手
段
を
用
い
て
、
情
報
を
組
織
的
に
集
積
・
保
存
す
る
施
設
が

形
成
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
現
在
私
た
ち
が
「
図
書
館
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
が
発
達
を
み
て
き
た
。
そ
の
過
程
に
お
い

て
は
、
特
に
、
文
字
の
使
用
、
印
刷
術
の
革
新
、
そ
し
て
現
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
み
ら

れ
る
。
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9　　はじめに

今
か
ら
約
五
〇
〇
〇
年
前
に
始
ま
る
文
字
の
使
用
に
よ
り
、
大
量
の
記
録
文
書
が
作
成
、
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
王
宮
、
神
殿
な
ど
の
政
治
権
力
、
宗
教
組
織
の
も
と
に
「
文
書
庫
」
が
設
け
ら
れ
た
。
や
が
て
、
記
録
文
書
の
域

を
超
え
て
、
伝
説
、
神
話
、
詩
歌
な
ど
の
筆
写
文
書
も
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
図
書
館
」
の
機
能
を
兼
ね
た
施

設
と
な
っ
て
い
っ
た
。

一
五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
展
開
し
た
印
刷
術
の
革
新
は
、
出
版
活
動
の
隆
盛
を
招
来
し
、
大
量

の
書
籍
の
供
給
を
も
た
ら
し
た
。
印
刷
物
は
、
社
会
的
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
中
心
的
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
図
書

館
の
役
割
と
存
在
感
が
増
し
て
き
た
。

現
在
進
行
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
は
、
情
報
の
電
子
化
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
飛
躍
的
に
推
進
し
、
図
書
館
の
機
能

と
業
務
に
お
い
て
も
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。

本
書
で
は
、「
情
報
革
命
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
世
界
の
歴
史
と
現
代
世
界
の
構
図
を
改
め
て
整
理
し
、
先
に
示
し

た
五
つ
の
情
報
革
命
が
起
き
た
文
明
史
的
背
景
や
そ
の
展
開
を
た
ど
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
過
去
に
お
け
る
情
報
革
命
に
伴
う
図
書
館
の
形
成
・
変
貌
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
の

な
か
で
の
図
書
館
の
動
向
を
概
観
し
、
そ
の
変
容
の
特
質
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

少
々
大
上
段
に
構
え
て
し
ま
っ
た
が
、
世
界
史
と
現
代
世
界
の
一
断
面
に
つ
い
て
の
「
読
み
物
」
と
し
て
興
味
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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最
後
に
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導
ご
啓
発
い
た
だ
い
た
恩
師
、
学
友
、
上
司
、
同
僚
の
皆
様
、
各
界
の
方
々
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
筆
者
を
励
ま
し
自
ら
編
集
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
樹
村
房

の
大
塚
栄
一
社
長
に
心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
困
難
な
状
況
の
な
か
で
、
わ
が
国
出
版
文
化
の
発
展
の
た
め
に
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
、
出
版
社
、

書
店
、
図
書
館
の
関
係
者
に
も
日
頃
の
感
謝
の
念
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
ま
す
。

二
〇
一
九
年
三
月

 

山
口 

広
文
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385

さ
く
い
ん　
　
397
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17　　

序
章　

粘
土
板
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

第
１
節　

宇
宙
の
誕
生
か
ら
文
明
社
会
の
創
造
へ

宇
宙
の
誕
生
か
ら
生
命
の
進
化
へ

人
類
文
明
史
上
の
情
報
革
命
を
語
る
前
に
、
そ
の
前
史
と
も
い
え
る
生
命
進
化
の
途
上
で
起
こ
っ
た
情
報
機
構
の
大

変
革
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

人
類
最
古
の
文
明
が
、
文
字
の
創
造
を
伴
っ
て
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
に
誕
生
し
て
五
〇
〇
〇
年
余
の
歳
月
が
過

ぎ
、
そ
の
間
、
地
球
上
の
各
地
で
文
明
社
会
が
形
成
さ
れ
、
時
と
と
も
に
そ
の
姿
は
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
。
こ

の
人
類
の
文
明
社
会
形
成
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
、
宇
宙
の
誕
生
と
形
成
、
そ
の
一
角
で
の
地
球
の
生
成
と
変
容
、
地
表

に
お
け
る
生
命
の
発
生
と
進
化
、
そ
し
て
人
類
の
形
成
と
進
化
、
と
り
わ
け
知
的
能
力
の
発
達
の
延
長
上
に
実
現
し
た

も
の
で
あ
る
。

私
た
ち
人
類
が
生
き
る
地
球
、
太
陽
系
、
銀
河
系
を
含
む
こ
の
宇
宙
は
、
現
代
の
宇
宙
科
学
に
よ
れ
ば
、
今
か
ら
約
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一
三
七
億
年
前
に
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
爆
発
的
な
膨
張
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

瞬
時
に
誕
生
し
、
以
後
、
遠
大
な
時
の
経
過
を
通
し
て
、
無
数
の
星
々
が
、
生
成
、
変

化
、
消
滅
を
み
せ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
約
四
五
億
年
前
に
地
球
が
、
太
陽
系
の
惑
星
と

し
て
生
成
し
た
。

そ
の
一
〇
億
年
後
、
今
か
ら
三
五
億
年
前
に
、
地
球
上
に
生
命
が
発
生
し
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
長
い
地
球
環
境
の
変
動
と
生
命
の
進
化
の
過
程
を
経
て
、
人
類
が
登
場
し

て
く
る
の
は
、
よ
う
や
く
六
〇
〇
万
年
前
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
現
生
人
類
に
直
結
す
る

人
類
誕
生
は
、
お
よ
そ
五
万
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
で

は
、
五
～
六
〇
〇
〇
年
前
の
文
明
の
創
造
は
、
ご
く
最
近
の
出
来
事
と
し
か
い
え
な
い
。

こ
う
し
た
自
然
史
か
ら
文
明
史
に
至
る
時
間
の
経
過
と
出
来
事
の
積
み
重
ね
を
通
し

て
、
情
報
が
生
成
、
伝
達
、
保
存
さ
れ
る
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
、
自
然
と
生
命
の
シ
ス
テ

ム
に
も
、
次
第
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
。

生
命
の
進
化
の
過
程
で
、
生
命
内
部
で
情
報
が
生
成
・
伝
達
・
保
存
さ
れ
る
機
構
が
形

成
さ
れ
た
。
ま
ず
、
生
命
を
複
製
し
て
い
く
上
で
重
要
な
働
き
を
す
る
遺
伝
子
が
形
成
さ

れ
、
生
命
体
の
自
己
形
成
を
決
定
づ
け
る
情
報
の
伝
達
・
保
存
を
担
う
も
の
と
な
っ
た
。

遺
伝
子
は
、
そ
の
複
製
に
よ
っ
て
生
物
種
の
同
一
性
を
保
ち
、
あ
る
い
は
、
変
異
に
よ
っ

て
生
物
種
の
多
様
化
を
も
た
ら
し
、
生
物
界
に
お
い
て
種
の
保
存
と
進
化
に
お
け
る
重
要

図１　宇宙の誕生から文明社会が形成されるまでの経過

宇宙

137億年前

現生人類

５万年前

農耕・牧畜

１万年前

文明

５千年前

45億年前 35億年前600万年前

地球 生命 人類
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19　　序章　粘土板からインターネットへ

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
命
体
の
個
体
内
で
情
報
伝
達
を
行
う
機
構
と
し
て
神
経
組
織
が
形
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
神
経
組
織
を
伝
わ
る
情
報
の
保
存
・
処
理
の
機
能
を
持
つ
脳
の
発
達
へ
と
進
ん
で
き
た
。

そ
う
し
た
生
命
進
化
の
延
長
上
で
、
個
体
間
の
情
報
伝
達
能
力
が
発
達
し
、
特
に
人
類
は
、
火
や
道
具
の
使
用
を
身

に
着
け
、
さ
ら
に
は
音
声
に
よ
る
言
語
能
力
を
獲
得
し
、
こ
れ
ら
の
能
力
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。
人
類
は
、
音
声
言
語

と
様
々
な
合
図
や
し
る
し
、
具
象
画
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
記
憶
や
伝
承
に
よ
っ
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
集
団
生
活

と
文
化
を
維
持
・
発
達
さ
せ
て
き
た
。

文
明
社
会
の
創
造

人
類
は
、
数
万
年
の
長
い
期
間
、
も
っ
ぱ
ら
植
物
採
取
や
狩
猟
、
漁
労
を
生
業
と
し
て
生
活
を
維
持
し
、
比
較
的
少

人
数
の
集
団
で
、
し
ば
し
ば
移
動
を
重
ね
て
い
た
。
今
か
ら
約
一
万
年
前
に
、
世
界
の
複
数
の
地
域
で
別
個
に
別
種
の

農
耕
が
開
始
さ
れ
、
農
耕
集
落
の
形
成
と
定
住
生
活
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
他
の
地
域
に
も
広
が
っ
て

い
っ
た
。

そ
の
後
、
一
部
の
地
域
で
、
農
耕
の
生
産
性
の
向
上
や
、
組
織
化
さ
れ
た
集
団
や
人
々
が
集
住
す
る
集
落
の
規
模
の

拡
大
が
進
み
、
文
明
の
構
築
、
文
明
社
会
の
形
成
へ
と
展
開
す
る
。

「
文
明
」「
文
明
社
会
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
文
献
に
よ
っ
て
使
い
方
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
が
、
本
書
で

は
、「
文
明
社
会
」
と
は
、
何
ら
か
の
文
化
的
な
要
素
・
様
式
を
共
有
し
、
大
規
模
で
組
織
的
な
人
口
集
団
を
長
期
的

に
維
持
し
て
い
る
社
会
を
意
味
し
て
い
る
。「
文
明
」
と
は
、
そ
う
し
た
文
明
社
会
の
営
み
を
可
能
に
す
る
総
合
的
な
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シ
ス
テ
ム
を
指
し
て
い
る
。

文
明
史
の
早
い
時
期
に
お
い
て
は
、
文
明
社
会
は
、
都
市
国
家
、
首
都
を
中
心
と
し
た
国
家
、
宗
教
的
祭
祀
施
設
を

中
心
と
し
た
大
規
模
集
団
と
い
っ
た
形
を
と
っ
て
姿
を
現
し
て
い
る
。
一
般
に
、
灌
漑
な
ど
に
よ
る
組
織
的
農
耕
、
神

殿
な
ど
の
祭
祀
セ
ン
タ
ー
、
都
市
の
建
設
、
文
字
の
使
用
を
伴
っ
て
い
る
が
、
都
市
あ
る
い
は
文
字
を
欠
い
た
例
も
、

地
域
に
よ
っ
て
は
み
ら
れ
る
。

紀
元
前
四
千
年
紀
、
今
か
ら
五
〇
〇
〇
年
以
上
前
に
、
西
ア
ジ
ア
の
一
角
、
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
流
域
の

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
（
現
在
の
イ
ラ
ク
南
部
）
に
、
人
類
最
古
の
文
明
社
会
が
誕
生
し
た
。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
に
よ
っ
て
、

多
数
の
都
市
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
周
辺
地
域
で
は
灌
漑
農
耕
が
営
ま
れ
た
。
都
市
は
、
神
殿
や
王
宮
を
中
心
と
し
、
文

字
（
楔
形
文
字
）
が
、
粘
土
板
に
刻
ま
れ
使
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
都
市
国
家
群
か
ら
な
る
文
明
社
会
は
、
周
辺
の
諸
民
族
を
巻
き
込
み
つ
つ
、
次
第
に
、
そ
の
空
間
的
領
域
を
、

チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
下
流
域
か
ら
上
流
域
に
ま
で
拡
大
し
た
。
約
二
五
〇
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
有
力

な
都
市
間
、
国
家
間
の
抗
争
や
広
域
的
な
交
易
活
動
を
重
ね
つ
つ
、
首
都
バ
ビ
ロ
ン
の
栄
華
で
有
名
な
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王

国
の
よ
う
な
大
規
模
国
家
の
形
成
と
そ
の
盛
衰
を
経
て
、
終
に
は
、
西
ア
ジ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
か
け
て
広
大
な
版
図

を
統
一
し
た
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
の
成
立
へ
と
展
開
し
た
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
一
歩
遅
れ
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
、
遠
か
ら
ぬ
エ
ジ
プ
ト
の
地
で
も
、
ナ
イ
ル
川
流
域
を
統
合
し
た
統

一
国
家
形
成
の
形
で
、
文
明
社
会
の
形
成
が
み
ら
れ
た
。

西
ア
ジ
ア
を
先
駆
と
す
る
文
明
社
会
形
成
の
動
き
は
、
ア
フ
ロ
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
時
期
は
若
干
遅
れ
る
が
、
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西
は
地
中
海
地
域
、
東
は
南
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
へ
と
広
が
り
、
各
地
に
独
特
な
特
徴
を
持
つ
文
明
と
そ
の
中
心
地
域

が
誕
生
し
、
や
が
て
、
広
範
囲
な
都
市
群
、
国
家
の
形
成
へ
と
進
ん
だ
。
各
地
域
間
で
は
、
騎
馬
遊
牧
民
、
貿
易
商

人
、
宗
教
者
（
伝
道
、
求
道
）
な
ど
の
往
来
に
よ
っ
て
、
経
済
的
、
文
化
的
な
交
流
が
続
き
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て

活
発
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
や
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
東
西
に
広
が
る
大
規
模
な
領
土
の
征
服
、

帝
国
の
形
成
も
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
、
時
期
的
に
か
な
り
遅
く
、
紀
元
前
一
千
年
紀
に
、
南
北
双
方
で
独
立

し
て
文
明
の
創
造
が
な
さ
れ
た
。
一
五
世
紀
末
期
の
ス
ペ
イ
ン
人
勢
力
の
侵
攻
に
よ
っ
て
壊
滅
的
打
撃
を
こ
う
む
る
ま

で
、
独
特
な
文
化
を
も
つ
文
明
社
会
の
形
成
が
展
開
し
た
。

第
２
節　

文
明
社
会
と
情
報

文
明
社
会
と
情
報

人
間
は
、
そ
の
進
化
の
過
程
で
、
脳
が
発
達
し
、
道
具
を
使
用
す
る
巧
み
な
動
作
能
力
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
発

声
器
官
の
発
達
と
も
相
ま
っ
て
、
音
声
言
語
を
操
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
他
の
動
物
に
比
べ
て

高
度
な
情
報
伝
達
の
能
力
を
獲
得
し
、
家
族
や
複
数
の
家
族
が
集
ま
っ
た
集
団
が
狩
り
や
初
期
の
農
耕
な
ど
を
含
む
生

業
の
共
同
作
業
や
共
同
生
活
を
維
持
し
、
技
能
的
な
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
通
し
て
、
生
活
の
向
上
を
徐
々
に
進

め
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
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古
今
東
西
大
小
を
問
わ
ず
、
人
間
集
団
の
絆
は
、
感
情
的
な
共
感
も
含
め
て
、
情
報
の
伝
達
、
共
有
、
蓄
積
（
継
承
）

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
人
間
が
集
ま
っ
た
社
会
集
団
は
、
そ
の
存
立
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
人
類
の
文
化
と
文
明
の

根
底
に
は
、
情
報
の
伝
達
、
共
有
、
蓄
積
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
こ
れ
が
社
会
組
織
の
基
盤
と
も
な
っ
て
い
る
。

社
会
集
団
、
社
会
組
織
の
規
模
が
拡
大
し
、
そ
の
構
造
が
複
雑
化
す
る
と
、
た
と
え
ば
人
口
数
千
人
、
数
万
人
規
模

の
大
集
落
、
都
市
、
小
国
家
な
ど
を
想
定
し
て
も
、
日
々
の
内
部
的
な
情
報
伝
達
か
ら
長
期
に
わ
た
る
組
織
的
な
記
録

の
保
持
ま
で
、
高
度
な
情
報
活
動
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
規
模
な
社
会
集
団
で
あ
る
文
明
社
会
は
、
そ
の
持
続
的
な
営
み
の
た
め
に
、
情
報
の
伝
達
、
共

有
、
蓄
積
の
面
で
、
効
率
的
な
手
段
を
備
え
て
い
る
。
大
小
の
都
市
や
国
家
を
含
む
文
明
社
会
に
お
い
て
、
伝
達
、
共

有
、
蓄
積
さ
れ
る
情
報
は
実
に
様
々
で
あ
る
。
人
類
最
古
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
都
市
国
家
群
に
お
い
て
も
、
社
会
の
運

営
に
必
要
な
情
報
（
農
業
生
産
、
商
取
引
、
行
政
・
裁
判
）、
文
化
の
共
有
（
伝
説
・
神
話
）、
実
用
的
知
識
（
軍
事
、
気
象
・

天
文
、
医
術
、
工
芸
）
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。
地
域
、
時
代
を
異
に
す
る
様
々
な
文
明
社
会
に
お
い
て
、
時
代
が
下
る
に
つ

れ
て
、
そ
の
内
容
は
増
大
と
多
様
化
を
続
け
た
と
い
っ
て
よ
い
。

様
々
な
経
験
、
そ
こ
か
ら
得
た
思
想
、
知
識
・
技
術
、
芸
術
様
式
を
、
集
団
内
部
で
、
さ
ら
に
は
地
域
と
世
代
を
越

え
て
蓄
積
・
継
承
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
新
た
な
文
化
の
創
造
が
促
進
さ
れ
、
文
明
社
会
の
変
化
が
加
速
さ
れ
た
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
明
社
会
を
構
成
す
る
国
家
や
社
会
集
団
、
特
に
そ
の
中
心
を
な
す
巨
大
国
家
は
、
長
い
時
の
流
れ
の

中
で
こ
れ
ま
で
盛
衰
興
亡
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
間
に
は
、
し
ば
し
ば
政
治
的
分
裂
の
状
況
や
社
会
秩
序
の
混
乱
の
時
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期
も
あ
っ
た
。
集
団
と
し
て
保
持
さ
れ
て
き
た
文
明
社
会
の
仕
組
み
が
崩
壊
す
る
事
態
も
出
来
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
帝

国
（
西
ロ
ー
マ
帝
国
）
滅
亡
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
文
明
社
会
の
再
構
築
へ
の
展
開
や
、
中
国
に
お
け
る
統
一
王

朝
の
交
代
と
そ
の
間
の
政
治
的
分
裂
期
の
戦
乱
な
ど
そ
の
例
と
し
て
、
よ
く
関
心
を
惹
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
様
々
な
伝
承
・
文
物
な
ど
文
化
的
資
産
、
過
去
の
時
代
の
記
録
が
後
世
に
残
る
こ
と
で
、
国
家
、
社
会

集
団
の
存
亡
を
超
え
て
、
文
明
社
会
の
再
生
、
再
創
造
を
促
進
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
情
報
は
、
文
明
の
遺
伝
子
と
も
い
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

情
報
革
命
の
展
開

こ
の
よ
う
に
、
文
明
社
会
の
存
立
に
と
っ
て
、
情
報
の
伝
達
、
共
有
、
蓄
積
の
シ
ス
テ
ム
が
必
須
で
重
要
な
基
盤
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
よ
う
な
画
期
的
な
変
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な

わ
ち
情
報
革
命
は
、
そ
の
時
代
、
そ
の
後
の
文
明
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
で
は
、
人
類
文
明
史
上
の
主
要
な
情
報
革
命
と
し
て
、
そ
の
画
期
性
や
社
会
的
影
響
を
考
慮
し
て
、
①
文
字
の

創
造
、
②
紙
の
普
及
、
③
印
刷
術
の
革
新
（
金
属
活
字
印
刷
）、
④
電
信
の
発
明
、
そ
し
て
現
代
の
⑤
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
発
展
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
社
会
に
お
け
る
情
報
の
伝
達
、
共
有
、
蓄
積

に
画
期
的
な
機
能
の
向
上
を
実
現
し
、
社
会
の
大
き
な
変
革
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
五
つ
の
出

来
事
の
間
に
展
開
し
た
情
報
関
連
の
様
々
な
革
新
の
意
義
を
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
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① 

文
字
の
創
造

文
字
の
創
造
と
そ
の
使
用
の
普
及
で
あ
り
、
最
も
古
く
は
、
今
か
ら
五
〇
〇
〇
年
以
上
前
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
い

て
、
楔
形
文
字
が
粘
土
板
に
記
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
世
界
各
地
で
、
文
字
と
筆
記
材
料
の
多
様
で
独
特
な
形
成
が
み
ら

れ
る
。
記
録
の
作
成
、
情
報
の
蓄
積
の
有
力
な
手
段
と
な
り
、
文
書
の
複
製
や
運
搬
に
よ
っ
て
、
情
報
の
伝
達
・
共
有

に
も
有
益
な
も
の
と
な
っ
た
。
お
お
む
ね
世
界
各
地
の
初
期
の
文
明
形
成
に
伴
っ
て
進
展
し
て
い
る
。

② 

紙
の
普
及

当
初
、
文
字
や
文
書
を
筆
記
す
る
材
料
は
、
世
界
各
地
で
様
々
な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
二
世
紀
初
頭
に
後
漢

の
蔡
倫
に
よ
る
改
良
に
よ
り
、
紙
の
品
質
が
向
上
し
、
中
国
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
全
域
、
さ
ら
に
は
ア
フ
ロ
ユ
ー
ラ
シ
ア

各
地
の
文
明
社
会
へ
と
伝
播
し
、
浸
透
し
て
い
っ
た
。
軽
量
、
安
価
、
耐
久
性
に
富
む
紙
の
特
性
か
ら
、
筆
記
材
料
と

し
て
一
般
化
し
、
情
報
の
伝
達
と
蓄
積
を
よ
り
容
易
で
確
実
な
も
の
に
し
、
各
地
の
文
明
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。

③ 

印
刷
術
の
革
新

木
版
な
ど
に
よ
る
文
書
の
印
刷
は
古
く
か
ら
東
ア
ジ
ア
で
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
五
世
紀
中
頃
、
ド
イ
ツ
の
グ
ー

テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
金
属
活
字
印
刷
の
実
用
化
が
、
印
刷
業
の
一
大
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
。
印
刷
・
出
版
産
業
の
飛
躍
的

な
発
展
へ
と
展
開
し
、
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
変
化
を
促
進
し
た
。
文
書
の
複
製
、
書
籍
の
大
量
頒
布
が
容
易

と
な
り
、
情
報
の
拡
散
（
伝
達
・
共
有
）
を
容
易
に
し
た
と
と
も
に
、
同
一
の
文
書
・
書
籍
が
多
数
分
散
し
て
保
管
さ

れ
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
と
し
て
情
報
の
蓄
積
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
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④ 

電
信
の
発
明

一
九
世
紀
中
頃
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
、
電
信
が
実
用
化
さ
れ
、
短
期
間
に
世
界
的
な
電
信
網
の
構
築
へ
と
展
開

し
た
。
情
報
の
か
つ
て
な
い
迅
速
な
伝
達
を
可
能
と
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
交
流
圏
の
形
成
を
大
き
く
前
進
さ
せ

た
。
ま
た
、
情
報
の
電
子
的
な
伝
達
の
第
一
歩
と
な
り
、
そ
の
後
の
、
様
々
な
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
、
さ
ら
に
は
今

日
の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
へ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

⑤ 

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
発
展

二
〇
世
紀
後
半
に
ア
メ
リ
カ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
誕
生
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
世
界
的
に
急
速
に
普
及
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
核
に
、
幅
広
い
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
情
報
の
電
子
化
が

本
格
的
に
進
展
す
る
こ
と
と
な
り
、
情
報
の
伝
達
・
共
有
・
蓄
積
の
可
能
性
を
飛
躍
的
に
拡
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
情

報
流
通
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
本
格
的
に
進
展
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
五
つ
の
情
報
革
命
は
、
各
々
そ
の
時
代
の
文
明
社
会
の
変
化
を
促
進
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
情
報
手
段
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
明
社
会

を
支
え
る
情
報
基
盤
と
し
て
結
実
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
う
し
た
情
報
革
命
の
歴
史
的
流
れ
の
な
か
で
、
文
明
社
会
の
情
報
基
盤
の
重
要
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
、
ま
ず

「
文
書
庫
」
が
設
け
ら
れ
、
や
が
て
「
図
書
館
」
が
派
生
・
分
離
す
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
時
代
時
代
に
お
い

て
利
用
可
能
な
情
報
手
段
を
用
い
て
、
情
報
を
組
織
的
に
集
積
・
保
存
す
る
施
設
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
現
在
私
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た
ち
が
「
図
書
館
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
が
発
達
を
み
て
き
た
。

そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
特
に
、
文
字
の
使
用
、
印
刷
術
の
革
新
、
そ
し
て
現
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
が
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。

今
か
ら
約
五
〇
〇
〇
年
前
に
始
ま
る
文
字
の
使
用
に
よ
り
、
大
量
の
記
録
文
書
が
作
成
、
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
王
宮
、
神
殿
な
ど
の
政
治
権
力
、
宗
教
組
織
の
も
と
に
「
文
書
庫
」
が
設
け
ら
れ
た
。
や
が
て
、
記
録
文
書
の
域

を
超
え
て
、
伝
説
、
神
話
、
詩
歌
な
ど
の
筆
写
文
書
も
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
図
書
館
」
の
機
能
を
兼
ね
た
施

設
と
な
っ
て
い
っ
た
。
紀
元
前
七
世
紀
頃
、
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
の
首
都
ニ
ネ
ベ
に
あ
っ
た
王
宮
の
文
書
庫
は
、
そ
の
代

表
例
で
あ
る
。

そ
の
後
、
思
想
、
文
芸
、
学
問
な
ど
の
筆
写
文
献
を
収
集
・
保
存
す
る
図
書
館
が
形
成
さ
れ
る
が
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ

ス
朝
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
置
か
れ
た
図
書
館
が
好
例
と
し
て
名
高
い
。

一
五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
展
開
し
た
印
刷
術
の
革
新
は
、
出
版
活
動
の
隆
盛
を
招
来
し
、
大
量

の
書
籍
の
供
給
を
も
た
ら
し
た
。
印
刷
物
は
、
社
会
的
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
中
心
的
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
や

が
て
、
大
学
附
属
の
図
書
館
、
王
侯
貴
族
・
個
人
の
私
設
図
書
館
、
国
立
・
公
立
の
図
書
館
な
ど
様
々
な
館
種
の
図
書

館
が
、
印
刷
出
版
物
の
収
集
・
保
存
・
利
用
を
中
心
的
役
割
と
す
る
施
設
と
し
て
叢
生
し
、
図
書
館
の
既
往
の
イ
メ
ー

ジ
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

現
在
進
行
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
は
、
情
報
の
電
子
化
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
飛
躍
的
に
推
進
し
、
図
書
館
の
業
務

に
お
い
て
も
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
図
書
館
の
存
立
基
盤
も
サ
ー
ビ
ス
対
象
も
、
い
わ
ゆ
る
館
内
の
「
蔵
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書
」
か
ら
館
外
の
電
子
的
情
報
の
利
用
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
紙
や
電
信
の
影
響
も
全
く
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
紙
の
普
及
は
、
金
属
活
字
印
刷
の
出
現
に
先

立
っ
て
、
写
本
や
木
版
印
刷
に
よ
る
書
物
製
作
を
促
進
し
て
、
図
書
館
の
蔵
書
形
成
に
寄
与
し
た
と
み
ら
れ
る
し
、
電

信
網
の
整
備
も
間
接
的
な
影
響
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

第
３
節　

文
明
史
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド

メ
ガ
ト
レ
ン
ド

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
い
て
人
類
最
古
と
さ
れ
る
文
明
社
会
が
誕
生
し
て
以
来
、
五
〇
〇
〇
年
余
の
間
、
世
界
各
地
域

で
文
明
社
会
の
形
成
が
展
開
し
、
さ
ら
に
、
文
明
社
会
間
の
相
互
交
流
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
現
在
こ
の
地
球
全
体
を
舞

台
と
し
て
、
相
互
依
存
関
係
と
一
体
性
を
持
つ
文
明
社
会
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

地
表
の
現
実
の
一
面
を
取
り
上
げ
て
も
、
五
千
数
百
年
前
に
シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
都
市
国
家
群
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
一

角
に
局
地
的
に
点
在
す
る
状
態
か
ら
、
人
口
規
模
一
〇
〇
〇
万
人
超
の
巨
大
都
市
を
含
む
大
小
の
都
市
が
世
界
各
地
に

群
立
し
、
交
通
網
、
通
信
網
で
密
接
に
結
ば
れ
た
、
都
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
と
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て

い
る
。
同
時
に
、
情
報
の
伝
達
・
蓄
積
の
手
段
も
、
楔
形
文
字
が
記
さ
れ
た
粘
土
板
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
（
電
子
化
）

さ
れ
た
情
報
が
行
き
交
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
と
展
開
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
間
、
文
明
史
の
展
開
は
、
国
家
、
民
族
の
盛
衰
や
文
化
的
な
潮
流
の
変
化
を
は
ら
ん
で
、
地
域
に
よ
り
ま
た
時
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